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代表質問
2023年6月議会

成宮 まり子議員
（京都市西京区）

6月21日

が
次
々
と
強
行
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
ま

し
た
。中

小
業
者
へ
の
固
定
費

支
援
、労
働
者
の
賃
上
げ

こ
そ
必
要

　
中
小
企
業
団
体
の
４
月
︱
６
月
期
の
景

況
調
査
で
は
、
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
価
格

転
嫁
が
追
い
つ
か
ず
、
売
上
高
の
改
善
も

利
益
に
直
結
し
て
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
小
事
業
者
の
経
営
継
続
の
た

め
に
、
家
賃
や
水
光
熱
費
等
の
固
定
費
へ

の
直
接
補
助
が
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
13
ヶ

月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
物
価
高
騰

を
上
回
る
賃
金
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
成
宮
議
員
は
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を

労
働
者
の
賃
上
げ
に
回
す
よ
う
強
調
。
本

府
が
独
自
に
緊
急
雇
用
・
賃
上
げ
対
策
事

業
を
作
っ
て
、
中
小
業
者
の
仕
事
お
こ
し

と
正
規
雇
用
化
な
ど
を
一
体
的
に
支
援
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

消
費
税
５
％
減
税・

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
中
止
を

　
物
価
高
に
最
も
効
果
が
あ
る
の
は
消
費

税
減
税
で
あ
り
、
世
界
１
０
３
の
国
と
地

域
で
付
加
価
値
税
・
消
費
税
減
税
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
14
日
に
「
ス
ト
ッ
プ
！
イ
ン
ボ
イ

ス
全
国
一
揆
」
が
全
国
で
開
催
さ
れ
、
消

費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
延
期
・
中

止
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
中
小
零
細
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

小
さ
な
農
家
も
多
く
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
相
談
窓
口
」
等
を
設
置
し
、

制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
支
援
す
る

と
答
弁
。
府
民
の
暮
ら
し
や
営
業
の
実
態

を
全
く
見
な
い
立
場
に
終
始
し
ま
し
た
。

大
学
の
学
費
負
担
軽
減
、

子
ど
も
の
医
療
費
拡
充
、

学
校
給
食
無
償
化
を

　
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合
の
調
査

で
、
昨
年
の
新
入
生
の
保
護
者
負
担
は

２
８
６
万
円
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。本
来
、

大
学
の
学
費
は
国
が
「
無
償
化
」
す
べ
き

で
す
が
、
京
都
府
で
も
独
自
の
給
付
型
奨

学
金
な
ど
の
負
担
軽
減
策
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
府
制
度
が
秋
か
ら
通
院
で
小
学
校

卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
す
が
、
18
歳
ま
で

に
助
成
を
拡
充
す
べ
き
で
す
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
４

月
開
始
の
「
教
育
環
境
向
上
支
援
制
度
」

は
、
学
校
給
食
へ
の
支
援
に
も
使
え
る
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
府
教
委
の
姿
勢
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
成
宮
議
員
は
、
全
国
的
な
運
動
の
広
が

り
の
中
で
給
食
費
を
無
償
化
す
る
自
治
体

が
２
７
４
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
と
の

べ
、子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

京
都
府
も
足
を
踏
み
出
す
よ
う
求
め
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
で
の
医
療
提
供

体
制
の
拡
充
を

統
廃
合
前
の
保
健
所

配
置
に
戻
せ

　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
感
染
症
法
上
の
５
類
に
引
き
下
げ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
中
学
校
で
学
年
閉
鎖
が

行
わ
れ
、
新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生
型

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
６
波
か
ら
第

８
波
の
間
で
は
、
高
齢
者
施
設
で
医
療
に

繋
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
宿
泊
療
養
施

設
で
療
養
中
の
方
が
亡
く
な
っ
た
事
態
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
成
宮
ま
り
子
議
員
は
、
通
常
国
会
で
歴

代
政
権
が
建
前
と
し
て
き
た
「
専
守
防

衛
」
を
投
げ
捨
て
、
憲
法
違
反
の
敵
基
地

能
力
保
有
と
５
年
間
で
43
兆
円
も
の
大
軍

拡
と
軍
拡
財
源
法
、
保
険
証
を
廃
止
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
、
世
界
に
例
の
な
い
老

朽
原
発
の
稼
働
、
差
別
を
助
長
す
る
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
法
等
、
暮
ら
し
と
平
和
を
壊
す
法
律

平
和
・
暮
ら
し
・
営
業
守
る
た
め
の

府
政
実
現
へ
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成
宮
議
員
は
、
入
院
調
整
や
医
療
提
供

体
制
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
保
健
所
の
配
置
を
統
廃
合

前
に
戻
し
、
新
た
な
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

た
め
に
公
衆
衛
生
体
制
を
強
化
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
保
健
所
を
集
約
し
職
員
の

応
援
体
制
が
迅
速
的
に
構
築
で
き
た
こ
と

は
、広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
た
」

等
と
従
来
の
答
弁
を
く
り
返
し
ま
し
た
。

み
や
ま
診
療
所
の

常
勤
医
師
配
置
を

　
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
国
保
南
丹
み
や

ま
診
療
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

無
料
送
迎
の
廃
止
、
老
健
施
設
や
24
時
間

訪
問
介
護
も
廃
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
下
で
も
入
院
病
床
が
4
床
残
さ
れ
ま

し
た
が
、
11
月
か
ら
休
止
に
な
り
、
土
日

と
夜
間
は
無
医
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
成
宮
議
員
は
、
府
の
責
任
で
緊
急
に
常

勤
医
師
を
確
保
し
、
入
院
病
床
を
再
開
、

往
診
な
ど
の
医
療
体
制
を
確
保
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は

破
綻
が
明
白

　
京
都
府
民
の
６
割
が
反
対
し
て
お
り
、

与
党
が
目
指
し
て
い
た
北
陸
新
幹
線
敦
賀

以
西
の
今
年
度
着
工
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
京
都
府
は
４
月
28
日
の

国
・
鉄
道
運
輸
機
構
と
一
体
と
な
っ
た「
北

陸
新
幹
線
事
業
推
進
調
査
に
関
す
る
連
絡

会
議
」
に
参
加
し
、
認
可
後
に
行
う
調
査

を
前
倒
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
府
民
に

説
明
せ
ず
非
公
開
で
進
め
て
い
る
脱
法
的

な
手
法
は
、
た
だ
ち
に
中
止
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
金
沢
~
福
井
ま
で
の
区
間
で
は
、
当
初

計
画
の
想
定
を
超
え
て
事
業
費
が
膨
ら
み

自
治
体
へ
の
追
加
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
並
行
在
来
線
の
運
営
が
市

町
村
に
も
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
問
題
を

指
摘
。
暮
ら
し
・
福
祉
・
中
小
企
業
を
守

る
た
め
の
政
治
に
転
換
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

１
万
人
ア
リ
ー
ナ
で
は
な
く

「
学
生
の
た
め
の
体
育
館
」を

早
期
に
整
備
を

　
北
山
エ
リ
ア
整
備
計
画
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
署
名
は
16
万
筆
を
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
４
月
に
府
が
設
置
し
た
３
回
目

の
意
見
聴
取
会
で
は
、「
学
生
の
た
め
の

体
育
館
」
へ
の
早
期
建
て
替
え
案
が
示
さ

れ
、
賛
同
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
計
画
そ

の
も
の
を
一
か
ら
見
直
し
、
府
民
的
な
議

論
を
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

府
民
の
命
を
危
険
に
す
る

大
軍
拡
の
中
止
を

　
自
衛
隊
司
令
部
等
の
「
地
下
化
」「
強

靱
化
」
が
、府
内
で
は
京
丹
後
市
経
ヶ
岬
、

舞
鶴
の
２
カ
所
、
福
知
山
、
桂
、
宇
治
、

大
久
保
、
精
華
町
祝
園
の
８
施
設
で
対
策

が
と
ら
れ
よ
う
と
し
、
祝
園
に
は
４
億
円

の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
敵
基

地
攻
撃
能
力
な
ど
の
京
都
で
の
具
体
化

は
、
自
衛
隊
を
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
作
戦
に

組
み
込
み
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
は
外
交
と
対

話
こ
そ
必
要
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　京都が米国の戦争の最前線基地に変えられようと
しているのに、知事は「安全保障は国の専権事項」
などとまともに答えませんでした。再質問に対し、

「交通安全問題では、府民の安心安全を守る立場か
ら、国に厳しく確認要請も行い、最大限の努力を払
う」と論点をそらしました。
　ところが、その数日後、京丹後米軍関係者による
交通事故が２件連続して発生。住民から不安と怒り
の声が寄せられているのに、米軍は情報を全く開示
せず、府も独自調査も発表もせずに米軍の対応を容
認。「あの知事答弁は何だったの？」と怒りつつ、
議員団として緊急に知事に申し入れました。
　交通事故はもちろん、日米一体の「戦争国家づく
り」に対して、「府民を危険にさらしてはいけない」
と知事が自らの言葉で発言しなければならない時で
はないでしょうか。「沖縄が攻撃目標になることは
決してあってはならない」と政府に直談判している
玉城デニー沖縄県知事のように。 ［成宮まり子］

福井県で北陸新幹線の調査（6月6日）
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経
済
対
策
の
肝
で
あ
る
労
働
者

賃
金
の
抜
本
的
引
き
上
げ
を

　
森
議
員
は
、
労
働
者
の
賃
金
の
引
上
げ

に
つ
い
て
、
実
質
賃
金
は
13
カ
月
連
続
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
中
小
・
零
細
企
業
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
、
個
人
事
業
主
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
労
働
者
な
ど
多
く
の
労
働
者

に
と
っ
て
賃
上
げ
と
は
程
遠
い
現
実
に

な
っ
て
お
り
、
医
療
・
介
護
関
係
は
、
ベ

ア
は
皆
無
と
い
う
現
状
、
産
業
間
、
企
業

規
模
間
、
正
規
・
非
正
規
に
よ
る
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
深
刻
な
事
態
か
ら
も
、
全

体
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
今
重
要
で
あ

り
、
知
事
が
最
低
賃
金
審
議
会
に
直
接
に

建
議
を
行
う
な
ど
意
見
表
明
す
べ
き
と
迫

り
ま
し
た
。

　
森
議
員
は
、
京
都
府
独
自
の
賃
上
げ
助

成
制
度
を
つ
く
り
、
中
小
企
業
の
現
場
や

労
働
者
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、富
山
、

福
井
、
山
形
県
を
は
じ
め
賃
上
げ
に
着
手

し
た
県
に
倣
っ
て
政
策
を
リ
ー
ド
す
る
こ

と
。
建
設
産
業
に
お
け
る
設
計
労
務
単
価

が
現
場
労
働
者
の
賃
金
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
問
題
の
解
決
を
す
る
公
契
約
条
例
の

制
定
を
提
案
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
こ
れ

ま
で
か
ら
国
に
対
し
て
賃
金
引
き
上
げ
に

向
け
た
要
望
を
し
て
き
た
と
し
ま
し
た

が
、
提
案
に
は
、
ま
と
も
に
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

職
員
は
宝
、
職
員
が
誇
り
と

働
き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る

府
政
を

　
森
議
員
は
、京
都
府
職
員
と
し
て
働
き
、

労
働
組
合
の
活
動
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
府
政
の
あ
り
方
、
府
政
改
革
に
つ

い
て
知
事
に
３
つ
の
点
を
要
望
、
質
問
し

ま
し
た
。

　
１
つ
は
、
清
廉
で
信
頼
に
も
と
づ
く
府

政
運
営
に
か
か
わ
っ
て
、
特
別
職
で
あ
る

副
知
事
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
事
案
に

つ
い
て
、
管
理
責
任
と
と
も
に
府
民
や
府

議
会
へ
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　
２
つ
目
に
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
の
安
全
安

心
に
係
る
業
務
な
ど
で
置
き
換
え
ら
れ
る

事
態
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
経

済
的
な
の
か
、
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
不

可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
府
が
安
定
的
に

直
接
提
供
す
る
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
、
知
事
に
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
、
透
明
な
府
政
、
府
政
の
見

え
る
化
に
つ
い
て
、
北
山
エ
リ
ア
整
備
計

画
で
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
に
委

託
し
調
査
・
構
想
さ
れ
て
き
た
が
、
総
額

も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
今
後
、
北

陸
新
幹
線
や
府
営
水
道
の
問
題
な
ど
、
意

思
形
成
過
程
の
案
件
で
も
府
議
会
に
必
要

な
情
報
が
示
さ
れ
、
審
議
が
尽
く
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正

規
雇
用
化
に
つ
い
て
、
公
務
員
の
採
用
は

競
争
試
験
に
よ
る
と
し
て
、
認
め
ら
れ
な

い
と
答
え
ま
し
た
。

耐
震
性
の
無
い
府
立
大
学
舎
の

建
て
替
え
を
最
優
先
で
行
え

　
森
議
員
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
府
立
大

学
校
舎
の
改
築
こ
そ
最
優
先
で
す
す
め
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
府
立
大
学

の
校
舎
の
改
築
を
一
刻
も
早
く
す
す
め
る

こ
と
を
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

森 よしはる議員
（京都市南区）

一般質問
6月23日

府民の代表として発言の
一つひとつに重み 
初議会の論戦をうけて実感

　私にとって初めての議会での論戦の場になった
６月府議会。これまで長らく職員や労働組合を通
じ府政に携わってきた世界とは全く光景が違いま
した。同じ論戦でも、労使交渉は時間も議論のルー
ルも気にせず、労使間でするやりとりとは違い、
決められた時間やルール、府民の代表として公開
の場で行う発言の一つひとつに重みを感じまし
た。
　特に、会計年度任用職員制度の課題はこの間に
聞かせていただいた声や思い、日本図書館協会の
要望などを紹介し、理不尽な制度のあり方そのも
のの見直しを迫りました。知事や理事者の答弁は
ひどく事務的なものでしたが、そこを前に動かす
ことが政治。今回の論戦をスタートに、私のライ
フワークの一つとして頑張ります。 ［森よしはる］

「北山エリア」府大関係者の会の皆さんら府へ申し入れ（5月19日）
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消防・水道の「広域化」
今、公共と自治が問われている。

　岸田総理は６月21日の国会閉会にあたっ
ての会見で、新しい資本主義を掲げ「官民連
携による設備投資や研究開発投資の促進」を
成長戦略の柱に位置付ける、と改めて表明し
ました。つまり広域化と官民連携は大企業の
仕事づくりが眼目です。
　一方、消防組織法で「市町村の区域におけ
る消防を十分に果たすべき責任を有する」と、
また水道法で「清浄にして豊富低廉な水の供
給を図り、もつて公衆衛生の向上と生活環境
の改善とに寄与する」と消防と水道について
市町村の役割であることを明記しています。
　消防や水道を充実させることこそ大切で、
今、公共と自治の役割が問われています。
 ［水谷修］

天
ケ
瀬
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
放
流

設
備
は
運
用
中
止
せ
よ

　
水
谷
議
員
は
、
５
月
９
日
に
起
こ
っ
た

宇
治
川
右
岸
の
道
路
の
法
面
崩
落
な
ど
の

事
故
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
天
ケ
瀬

ダ
ム
の
ト
ン
ネ
ル
式
放
流
設
備
か
ら
毎
秒

６
０
０
ト
ン
の
放
流
が
対
岸
に
当
た
っ
て

起
こ
っ
た
事
故
で
す
。
水
谷
議
員
は
、
府

に
事
故
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
の
説
明
を

求
め
、
ト
ン
ネ
ル
式
放
流
設
備
の
運
用
の

中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
天
ケ
瀬
ダ
ム
再
開
発
の
目
的
は
、
第
１

に
宇
治
川
の
流
量
を
毎
秒
１
５
０
０
ト
ン

に
増
や
す
事
、
第
２
は
府
営
水
道
の
利
水

を
17
万
人
分
増
や
す
事
で
す
が
、
府
営
水

道
の
水
需
要
は
減
少
し
、
府
は
水
余
り
を

理
由
に
市
町
の
浄
水
場
廃
止
を
例
示
し
た

府
営
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
水
谷
議
員
は
、
府
が
１
２
８
億
円
も

負
担
し
て
再
開
発
を
推
進
し
た
こ
と
は
間

違
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
追
及
し
ま

し
た
。

淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
は

見
直
し
を

　
現
在
の
宇
治
川
は
、
場
所
に
よ
っ
て
深

堀
れ
や
堆
積
が
す
す
み
、
ま
た
堤
防
は
砂

で
で
き
た
も
の
で
脆
く
危
険
で
す
。「
と

て
も
１
５
０
０
ト
ン
放
流
に
耐
え
る
事
が

で
き
な
い
。
堤
防
強
化
こ
そ
必
要
だ
」
と

追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
調
査
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま

え
必
要
な
対
策
と
運
用
を
行
う
よ
う
国
に

要
請
し
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。
水
谷
議
員

は
危
険
な
１
５
０
０
ト
ン
放
流
、
淀
川
河

川
整
備
計
画
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
改
め

て
求
め
ま
し
た
。

強
引
な
消
防
広
域
化
や
め
よ

　
京
都
府
は
国
の
出
先
機
関
で
あ
る
か
の

よ
う
に
国
の
方
針
ど
お
り
に
消
防
や
水
道

の
広
域
化
、
民
間
開
放
を
強
引
に
進
め
て

い
ま
す
。
水
谷
議
員
は
、
知
事
に
自
治
と

公
共
の
役
割
を
守
り
市
町
村
の
業
務
と
し

て
体
制
充
実
と
財
政
支
援
を
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

京
都
市
消
防
に
集
約
さ
れ
る
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
１
１
９
番
指
令
台
が

15
に
減
ら
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
広
域

化
す
べ
き
で
は
な
い
と
追
及
し
ま
し
た
。

共
同
運
用
に
つ
い
て
住
民
や
議
会
に
も
知

ら
せ
ず
、
進
め
る
事
は
や
め
る
べ
き
だ
と

指
摘
し
ま
し
た
。

水
道
広
域
化
・
民
間
委
託
拡
大

で
は
な
く
地
域
の
水
源
守
れ

　
３
月
に
策
定
さ
れ
た
水
道
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
と
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
市
町
村
に

水
道
の
公
民
連
携
・
経
営
統
合
を
進
め
る

道
だ
け
を
示
し
て
い
ま
す
。水
谷
議
員
は
、

「
地
域
の
浄
水
場
や
水
源
を
守
り
充
実
す

る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
」
と
追
及
し
ま
し

た
。
ま
た
、
府
が
水
道
浄
水
場
、
下
水
道

汚
水
処
理
場
や
管
路
管
理
に
お
い
て
包
括

民
間
委
託
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、

府
営
水
道
で
は
50
歳
以
上
の
職
員
構
成
比

が
極
端
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
広
域
化
・

公
民
連
携
は
人
材
不
足
・
高
齢
化
を
一
層

深
刻
化
さ
せ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
答
弁

で
理
事
者
は
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同

運
用
は
必
要
、
水
道
事
業
の
広
域
化
・
公

民
連
携
は
持
続
性
の
確
保
に
有
効
と
述
べ

ま
し
た
。
水
谷
議
員
は
国
や
京
都
府
の
過

大
な
設
備
投
資
に
よ
っ
て
、
高
い
水
道
料

金
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
府
営
水
道
建
設

負
担
水
量
に
つ
い
て
は
直
ち
に
是
正
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。

水谷　修議員
（宇治市／久御山町）

一般質問
6月27日

北部織金センターの視察（6月13日）
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国
民
の
不
安
の
声
に
こ
た
え

健
康
保
険
証
廃
止
は
撤
回
せ
よ

　
我
が
党
提
出
の
「﹃
健
康
保
険
証
の
原

則
廃
止
﹄
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
案
」

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め
ぐ
り

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ
中
、
本
議
会
に
は
健

康
保
険
証
廃
止
の
凍
結
を
求
め
る
陳
情
も

出
さ
れ
て
お
り
、
廃
止
は
撤
回
し
か
な
い

と
主
張
し
ま
し
た
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

第
9
波
へ
の
対
策
と
、
医
療
・
介
護
等
従

ばば こうへい議員
（京都市伏見区）

意見書案・
決議案討論

7月5日

事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
案
」

に
つ
い
て
は
、
救
え
る
は
ず
の
命
が
救
え

な
い
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
、
十
分
な
病
床
の
確
保
と

そ
の
た
め
の
財
政
的
支
援
を
求
め
ま
し

た
。中

小
企
業
の
経
営
を
守
る
た
め

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

実
施
中
止
せ
よ

　「
消
費
税
引
き
下
げ
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に

つ
い
て
は
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
し
な

い
と
回
答
し
た
ら
3
月
で
仕
事
を
打
ち
切

ら
れ
た
」
と
の
事
例
と
府
民
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
延
期
を
求
め
る
請
願
も
出
さ
れ
て
い

る
事
を
述
べ
、実
施
中
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　「
水
道
の
水
源
確
保
と
府
営
水
道
の
負

担
軽
減
を
求
め
る
決
議
案
」に
つ
い
て
は
、

京
都
府
営
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
多
く
の
市
民

か
ら
パ
ブ
コ
メ
が
寄
せ
ら
れ
、
本
議
会
に

も
「
城
陽
の
安
全
で
美
味
し
い
地
下
水
を

守
る
会
」
か
ら
請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
地
域
の
浄
水
場
や
水
源
を

守
り
充
実
す
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
と
訴

え
ま
し
た
。

日
本
を
米
国
の
対
中

軍
事
戦
略
の
最
前
線
基
地
に

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

　「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
大
軍
拡

計
画
の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
案
」

に
つ
い
て
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
の

目
的
が
ア
メ
リ
カ
の
進
め
る
「
統
合
防
空

ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
へ
の
参
加
に
あ
り
、
米

軍
と
自
衛
隊
の
一
体
化
は
米
国
の
戦
争
に

ま
き
こ
ま
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

原
発
稼
働
延
長
は
中
止
を

　「
原
発
再
稼
働
と
稼
働
延
長
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、
高
浜

１
・
２
号
機
は
稼
働
か
ら
50
年
と
な
る
日

本
最
古
の
原
発
で
あ
り
、
停
止
期
間
を
除

外
し
実
質
70
年
以
上
も
動
か
す
と
い
う
計

画
で
認
め
ら
れ
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の

中
止
を

　「
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

声
に
お
さ
れ
環
境
影
響
調
査
も
で
き
ず
事

実
上
建
設
不
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
本
来

事
業
認
可
後
に
お
こ
な
う
べ
き
調
査
等
を

す
す
め
る
脱
法
的
な
や
り
方
は
認
め
ら
れ

な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
自
民
・
府
民
・
公
明
三
会
派
提
案
の
「
森

林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、
木
材

輸
入
自
由
化
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
林
業

予
算
を
減
ら
し
続
け
て
き
た
国
の
林
業
施

策
そ
の
も
の
の
転
換
が
必
要
だ
と
訴
え
ま

し
た
。

　
国
民
・
維
新
会
派
提
案
の
「
物
価
上
昇

を
上
回
る
労
働
者
の
賃
上
げ
と
可
処
分
所

得
の
向
上
に
向
け
た
対
策
を
求
め
る
意
見

書
案
」
に
つ
い
て
は
、
賃
金
の
引
き
上
げ

の
た
め
本
来
必
要
な
、
中
小
企
業
に
対
す

る
直
接
的
か
つ
総
合
的
な
抜
本
的
支
援
策

に
は
触
れ
て
お
ら
ず
反
対
し
ま
し
た
。

　新たに総務警察常任委員会に所属
することになりました。財政や税務、
入札などお金に関わる事項、市町村
など自治体支援に関わる事項、公安
委員会（警察）に関わる事項など、
これまでの健康福祉や府民生活に関
わる委員会とは大きく変わることに
なります。
　しかし、久しぶりに公契約条例な
ど、全京都建築労働組合（京建労）
時代の経験を生かしたやり取りが出
来る委員会になります。初めての委
員会では「賃金条項を含む公契約条
例の制定について」を取り上げてや
り取りをしました。
　新しい分野になりますが、皆さん
の声をしっかり府政に届けて全力で
頑張ります。 ［ばばこうへい］

インボイス延期を求める請願（6月21日）
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さ
こ
議
員
は
、
議
案
10
件
の
う
ち
、
３

議
案
に
反
対
し
、
他
の
議
案
に
賛
成
す
る

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

中
小
業
者
へ
の
直
接
支
援
、

給
食
費
無
償
化
へ
一
層
の
努
力
を

　
第
１
号
議
案
「
京
都
府
一
般
会
計
補
正

さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

議案討論
7月5日

予
算
（
第
２
号
）」
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る

が
、
物
価
高
対
策
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ
対

策
や
経
営
改
善
を
行
っ
た
業
者
へ
の
支
援

や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
商

店
街
へ
の
支
援
な
ど
対
象
が
限
定
さ
れ
、

す
べ
て
の
中
小
零
細
事
業
者
へ
の
直
接
支

援
へ
踏
み
込
ん
だ
支
援
が
必
要
と
し
ま
し

た
。
ま
た
子
ど
も
の
給
食
費
臨
時
支
援
事

業
で
１
食
あ
た
り
20
円
程
度
の
値
上
げ
回

避
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
全
国
で

給
食
費
の
無
償
化
の
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
お
り
、
一
層
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
基
金

条
例
に
反
対

　「
京
都
府
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
条

例
制
定
の
件
」
に
つ
い
て
、
京
都
府
が
返

礼
品
の
提
供
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
集

め
た
寄
附
金
を
積
み
立
て
る
基
金
を
作
る

も
の
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
で
、
地
方
自
治

体
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、
自
治
体
間

競
争
で
補
填
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
結
果
自
治
体
間
で
返
礼
品
の
競
争
が

加
熱
し
、
一
部
の
自
治
体
に
寄
付
が
集
中

す
る
一
方
、
多
く
の
自
治
体
で
は
減
収
が

発
生
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
し

反
対
し
ま
し
た
。

府
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の

職
員
手
当
て
は
維
持
す
べ
き

　「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
取
り
扱
い

が
「
５
類
」
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
、
人
事

院
規
則
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
宿

泊
療
養
施
設
で
の
対
応
な
ど
の
業
務
に
あ

た
る
府
職
員
に
対
し
て
支
給
し
て
き
た
特

殊
勤
務
手
当
の
た
め
の
特
例
措
置
を
廃
止

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
府
民
を
守
る
た

め
に
役
割
を
発
揮
す
る
職
員
へ
の
手
当
は

維
持
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
反
対
し
ま
し

た
。日

米
豪
の
軍
事
一
体
化
に
反
対

　「
京
都
府
府
税
条
例
お
よ
び
京
都
府
産

業
廃
棄
物
税
条
例
一
部
改
正
の
件
」
に
つ

い
て
、
軽
油
引
取
税
の
部
分
は
、
日
豪
円

滑
化
協
定
に
基
づ
き
、
今
後
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
防
軍
と
自
衛
隊
の
共
同
演
習
な
ど

が
行
わ
れ
る
際
に
、
輸
入
さ
れ
る
軽
油
な

ど
へ
の
課
税
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
、
背

景
に
は
対
中
戦
略
で
の
日
米
豪
の
防
衛
協

力
強
化
が
あ
り
、
軍
事
的
一
体
化
を
進
め

る
内
容
は
、
憲
法
９
条
に
反
す
る
も
の
で

あ
り
反
対
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
区
分

見
直
し
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ

る
半
導
体
不
足
を
理
由
に
、
燃
費
基
準
達

成
度
を
12
月
末
ま
で
現
行
の
低
い
基
準
の

ま
ま
据
え
置
く
と
と
も
に
、
今
後
３
年
間

で
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
今

府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、原
発
ゼ
ロ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
の
強
化
な
ど
、
温
暖
化
対

策
を
抜
本
的
に
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、

反
対
し
ま
し
た
。

北陸新幹線延伸計画は莫大な負担
しかも脱法的手法で建設推進認められず

　来春、北陸新幹線・金沢―敦賀間が開業予定の
福井県で、建設状況や在来線の今後について、県
民・市民の声などを地元議員などに伺いました。

「新幹線建設費用が予想以上の負担なのに、さら
に新駅舎と周辺の街づくり再開発に莫大な県民・
市民の税金投入。さらに在来線の第三セクター化
で、維持・運営費用が莫大になる」との悲鳴。テ
ナントの出店希望も減り、商店街もガラガラの状
態。こんな大型開発より市民の物価高対策にお金
をつぎ込むべきだ」との声でした。
　この声は、敦賀―新大阪間の北陸新幹線・延伸
計画でも同じです。計画は、地元住民の反対によ
り、事実上建設不可能となっているのに、国など
は莫大な税金を使い、脱法的な手法で建設を進め
ようとしています。到底認められません。
 ［さこ祐仁］

インボイス中止京都集会デモに参加（6月14日）
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2023年６月議会　意見書・決議
意見書案
番号 件　名 議決月日 議決結果

賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明

第１号 薬剤耐性菌感染症のまん延防止への体制強化を求める意見書 7月5日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第２号 特定商取引における消費者保護の強化を求める意見書 7月5日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第３号 特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書 7月5日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第４号 ネイチャーポジティブの実現に向けた対策の強化を求める意見書 7月5日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

第５号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 7月5日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第６号 物価上昇を上回る労働者の賃上げと可処分所得の向上に向けた対策を
求める意見書 7月5日 否決 × × ○ × ×

第７号 消費税引下げとインボイス制度の実施中止を求める意見書 7月5日 否決 ○ × × × ×

第８号 敵基地攻撃能力の保有と大軍拡計画の中止・撤回を求める意見書 7月5日 否決 ○ × × × ×

第９号 新型コロナウイルスの感染拡大第９波への対策と、医療・介護等従事者の
処遇改善を求める意見書 7月5日 否決 ○ × × × ×

第10号 原発再稼働と稼働延長の中止を求める意見書 7月5日 否決 ○ × × × ×

第11号 「健康保険証の原則廃止」の撤回を求める意見書 7月5日 否決 ○ × × × ×

第12号 北陸新幹線延伸計画の中止を求める意見書 7月5日 否決 ○ × × × ×

決議案
番号 件　名 議決日時 議決結果

賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明

第１号 水道の水源確保と府営水道の負担軽減を求める決議 7月5日 否決 ○ × × × ×

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。2023年６月議会　請願審査結果
受理
年月日 件　名 審査結果

賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明

6月21日
6月22日

インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府に送付することを求めることに
関する請願（81件） 不採択 ○ × × × ×

6月21日 城陽市水道の地下水利用継続と府営水負担軽減に関する請願 不採択 ○ × × × ×

2023年６月議会　議案議決結果（党議員団が反対した議案を掲載）
議案番号 件　名 議決日時 議決結果

賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明

第２号 京都府ふるさと応援寄附基金条例制定の件 7月5日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第３号 職員の特殊勤務手当に関する条例一部改正の件 7月5日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第６号 京都府府税条例及び京都府産業廃棄物税条例一部改正の件 7月5日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。

自民党のゆきづまりと
維新のひどさが明らかに
みつなが 敦彦（京都市左京区）

　自民党・渡辺議員（伏見区）が、自らの代表質問
終了後、傍聴者の見送りのため、質問中なのに議場
抜け出し。本会議より見送りを優先するという、前
代未聞の事態に。ことの重大性を理解しておらず、
指摘されてようやく各会派におわびして回りました。
　また自民党・二之湯府議（右京区）が、一般質問

で学校現場の子どもへの指導の在り方について、学
校と保護者が話し合っているにもかかわらず、本会
議質問で取り上げ、事実上、府教育委員会をつるし
上げるようなことが起こりました。自民党からも批
判があがり、ふたたび代表幹事が各会派に謝ってま
わりました。
　維新・畑本議員（北区）が、北山エリア問題を取
り上げ、植物園の正門周辺はにぎわってないので民
間活用を求める、と質問。
　まともな議会論戦ができるのか、思いやられるス
タートです。
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米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
関
係
者
に
よ
る
交

通
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
た
問
題
に
つ

い
て
、
府
会
議
員
団
は
京
丹
後
市
会
議
員

団
と
連
名
で
京
都
府
に
対
し
て
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
、
６
月
26
日
に
米
軍
関

係
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
起
こ
っ
た
翌

日
、近
畿
中
部
防
衛
局
か
ら
府
に
対
し「
け

が
人
が
発
生
し
て
い
る
模
様
」
と
の
連
絡

が
あ
っ
た
後
、
府
か
ら
防
衛
局
へ
の
再
三

の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
「
調
査
中
」
と
事

故
の
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
事
、
ま
た
７
月
１
日
に
起
こ
っ
た
事
故

に
つ
い
て
も
情
報
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
事
に
つ
い
て
、「
26
日
の
事
故
か
ら

1
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、何
も
分
か
ら
な
い
。
異
常
な
事
態
だ
」

「
住
民
の
不
安
、
不
信
は
大
き
く
な
っ
て

い
る
」
と
厳
し
く
指
摘
、抗
議
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
で
は
「
１
．府
と
し
て
現
状
を

府
民
に
対
し
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
府
民
の
安
心
安
全
に
背
を
向
け
る
米

軍
及
び
防
衛
省
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
す

る
こ
と
。
２
．府
と
し
て
独
自
に
事
故
の

調
査
・
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

な
再
発
防
止
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

３
．人
身
・
物
損
な
ど
を
問
わ
ず
、
米
軍

関
係
者
に
よ
る
す
べ
て
の
事
故
の
情
報
を

直
ち
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
、
ル
ー
ル
を

見
直
す
こ
と
。
４
．住
民
の
安
全
を
お
び

や
か
す
約
束
違
反
を
繰
り
返
し
、
そ
の
改

善
が
全
く
見
ら
れ
な
い
米
軍
の
態
度
は
極

め
て
重
大
で
あ
り
、
米
軍
基
地
の
撤
去
を

国
に
対
し
て
強
く
求
め
る
こ
と
。」
の
４

点
を
求
め
ま
し
た
。

（
要
望
書
の
全
文
は
議
員
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

北山エリア開発は見直し、 
早期の府立大学学者整備を

島田 けい子（京都市右京区）

　文化生活・教育常任委員になりました。北山エ
リア開発を進める文化施設政策監、人権・文化芸
術・スポーツ・文教課・生活衛生・男女共同参画・
消費者行政を所管する文化生活部、教育委員会と、
府政の重要課題が山積している委員会です。
　16万を超える署名など府民の運動で、賑わい
創出を目的とした「１万人アリーナ計画」やバッ
クヤードを壊す府立植物園整備計画が大幅な見直
しを迫られるなど、当初の計画の破綻は明らかと
なっています。計画は白紙に戻し一から見直し、
老朽化した府立大学の学舎整備と学生体育館の整
備を急ぐべきと質しました。「府立大学整備計画
に基づき、できるだけ、速やかに実施できるよう
整備を進める」と答弁しました。

トピックス 米軍交通事故申し入れ

７
月
５
日
「
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
関
係
者
に
よ
る 

交
通
事
故
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
抗
議
し
再
発 

防
止
と
改
善
を
求
め
る
」
の
申
し
入
れ

農商工労働常任委員会で 
ゲノム編集食品問題や 
物価高対策で質疑
浜田 よしゆき（京都市北区）

　農商工労働常任委員会の農林水産部の所管事項の
質疑で、「安全性などを心配する声があり、消費者
が正しい知識を持ち自主的かつ合理的に判断できる
環境の整備ができていないもとで、食品へのゲノム
編集技術応用化を支援すべきではない」とただした
ところ、農林水産部長は、「適正な手続きを得たとり
くみだ」と答弁する一方、「新しい技術であり、安全
性に対して不安があることも事実」と答弁しました。
商工労働部の所管事項の質疑では、物価高に苦しむ
府民や中小業者の実態を示し、コロナの時の家賃補
助などの固定費支援や、物価高による燃料費や原材
料費の値上げ分を価格転嫁できない事業者への値上
げ分の補てんなどを実施するように求めました。

米軍事故について申し入れ（7月5日）
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６
月
16
日
に
開
会
し
た
６
月
定
例
会
が
、

７
月
５
日
閉
会
し
た
。

　
６
月
定
例
会
は
、
４
月
の
統
一
地
方
選
挙

後
、
初
め
て
の
定
例
議
会
で
あ
り
、
維
新
国

民
議
員
団
が
新
た
に
結
成
さ
れ
、
自
民
党
に

次
ぐ
第
二
会
派
と
な
り
、
ど
う
い
っ
た
立
ち

位
置
を
と
る
の
か
を
含
め
、
注
目
を
集
め
る

議
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

や
物
価
高
に
よ
る
府
民
の
暮
ら
し
や
京
都
経

済
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
格
差
の
広
が
り
と

と
も
に
、
国
会
最
終
盤
の
岸
田
政
権
の
暴
走

と
国
民
的
反
撃
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
、
開
か

れ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
統
一
地
方
選
挙
で
掲

げ
た
要
求
も
含
め
、
く
ら
し
の
願
い
に
寄
り

添
い
、
実
現
す
る
た
め
に
攻
勢
的
に
論
戦
す

る
と
と
も
に
、
根
本
的
転
換
の
必
要
性
を
浮

き
彫
り
に
す
る
論
戦
を
行
っ
た
。

１
、
本
議
会
に
提
案
さ
れ
た
、
議
案
12
件
の

う
ち
、
第
２
号
議
案
「
京
都
府
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
基
金
条
例
制
定
の
件
」
第
３
号

議
案
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件
」
第
６
号
議
案
「
京

都
府
府
税
条
例
及
び
京
都
府
産
業
廃
棄
物

税
条
例
一
部
改
正
の
件
」
の
３
議
案
に
反

対
し
、
他
の
議
案
に
は
人
事
案
件
も
含
め

賛
成
し
た
。

　
第
２
号
議
案
「
京
都
府
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
基
金
条
例
制
定
の
件
」
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
本
格
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

寄
附
金
を
積
み
立
て
る
基
金
を
作
る
た
め

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
は
、
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り

地
方
自
治
体
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、

自
治
体
に
自
治
体
間
競
争
で
補
填
を
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
自
治
体
間
で
返
礼

品
の
競
争
が
加
熱
し
、
一
部
の
自
治
体
で

は
寄
付
が
集
中
す
る
一
方
で
、
多
く
の
自

治
体
で
は
減
収
が
発
生
す
る
と
い
う
異
常

事
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
返
礼
品
を

市
町
村
と
連
携
し
て
提
供
し
、
寄
付
金
の

一
部
を
市
町
村
に
還
元
す
る
と
い
う
「
市

町
村
連
携
型
」
と
し
て
、
地
域
間
格
差
の

拡
大
が
指
摘
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
使
う
な
ど
、
本
末
転
倒
で
あ
り
反
対
し

た
。
な
お
、
第
１
号
議
案
「
令
和
５
年
度

京
都
府
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」

の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
に
か
か
る

部
分
は
同
様
の
理
由
で
反
対
し
た
。

　
第
３
号
議
案
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
感
染
症

法
上
「
２
類
相
当
」
を
「
５
類
」
へ
と

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
宿
泊

療
養
施
設
等
で
感
染
者
へ
の
対
応
業
務

に
あ
た
る
府
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を

廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
令
和
元
年
以
降

１
４
０
０
０
件
と
い
う
支
給
実
績
が
あ
る

重
要
な
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
感
染
状
況
は
９
波
の
入
り
口
に
あ
る

と
の
専
門
家
の
指
摘
も
あ
り
る
中
で
、
府

と
し
て
必
要
な
対
策
を
打
つ
た
め
に
も
維

持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
廃
止
に
反

対
し
た
。

　
第
６
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
お
よ

び
京
都
府
産
業
廃
棄
物
税
条
例
一
部
改
正

の
件
」
の
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
は
、
日

豪
円
滑
化
協
定
に
基
づ
き
、
今
後
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
と
自
衛
隊
の
共
同
演
習

な
ど
が
行
わ
れ
る
際
に
、
輸
入
さ
れ
る
軽

油
な
ど
へ
の
課
税
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

の
税
率
区
分
見
直
し
部
分
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
る
半
導
体
不
足
を
理

由
に
、
燃
費
基
準
達
成
度
を
12
月
末
ま
で

現
行
の
低
い
基
準
の
ま
ま
据
え
置
く
と
と

も
に
、
今
後
３
年
間
で
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
環

境
性
能
割
は
既
に
対
策
も
一
般
化
し
て
お

り
、
そ
の
役
割
は
も
っ
ぱ
ら
大
手
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
販
売
支
援
で
あ
り
、
温
暖

化
対
策
な
ど
課
題
解
決
が
喫
緊
の
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
本
来
の
見
直
し
を
先

延
ば
し
に
し
て
ま
で
、
業
界
の
要
望
に
応

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
反
対
し
た
。

２
、
統
一
地
方
選
挙
で
掲
げ
た
要
求
や
、
コ

ロ
ナ
禍
・
物
価
高
に
苦
し
む
府
民
の
実
態

と
要
求
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の

実
現
を
迫
る
中
、
補
正
予
算
や
論
戦
を
通

じ
、前
進
を
勝
ち
取
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
。

　
わ
が
党
が
い
っ
か
ん
し
て
求
め
て
き

た
、
中
小
零
細
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
策

に
つ
い
て
、
不
十
分
な
が
ら
当
初
予
算
で

20
万
円
か
ら
80
万
円
ま
で
支
援
す
る
「
金

融
・
経
営
一
体
型
支
援
体
制
強
化
事
業
費
」

に
申
し
込
み
が
殺
到
し
た
た
め
、
追
加
補

正
が
計
上
さ
れ
た
。
ま
た
農
林
水
産
業
、

医
療
・
社
会
福
祉
施
設
、
公
衆
浴
場
や
伝

統
産
業
な
ど
へ
の
物
価
高
騰
対
策
も
盛
り

込
ま
れ
た
が
、
引
き
続
き
、
固
定
費
や
原

材
料
費
高
騰
分
補
填
な
ど
、
直
接
助
成
を

実
施
さ
せ
る
た
め
、
力
を
つ
く
す
。

２
０
２
３
年

6
月
定
例
会
を
終
え
て

２
０
２
３
年
７
月
14
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
島
田
け
い
子
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　�

　
ま
た
「
子
ど
も
の
給
食
費
臨
時
支
援
事

業
」
と
し
て
、
１
食
あ
た
り
20
円
程
度
の

値
上
げ
回
避
の
予
算
や
子
ど
も
食
堂
等
へ

の
支
援
策
も
計
上
さ
れ
た
が
、
い
っ
そ
う

の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

　�

　
代
表
質
問
を
は
じ
め
、
大
学
の
学
費
負

担
軽
減
・
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
・

学
校
給
食
無
償
化
な
ど
、
統
一
地
方
選
挙

で
か
か
げ
た
切
実
な
要
求
に
も
と
づ
く
積

極
提
案
を
行
い
、
実
現
を
迫
っ
た
。

　�

　
南
丹
み
や
ま
診
療
所
の
中
村
所
長
が
退

職
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
６
月
27
日
か
ら
住

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
常
勤
医
師
を
確
保

し
て
ほ
し
い
」
と
す
る
一
カ
月
間
に
も
わ

た
る
要
請
行
動
と
連
帯
し
、
京
都
府
の
医

師
確
保
の
責
任
や
、
コ
ロ
ナ
で
宿
泊
施

設
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
事
例
を
ふ
ま

え
、
総
括
の
た
め
の
検
証
や
保
健
所
の
再

配
置
な
ど
、
厳
し
く
求
め
た
。

　�

　
な
お
、
わ
が
党
以
外
の
会
派
の
代
表
・

一
般
質
問
で
は
、
改
定
さ
れ
た
第
二
期
京

都
府
総
合
計
画
の
具
体
化
や
、
文
化
庁
移

転
に
伴
う
観
光
施
策
、
西
脇
知
事
が
か
か

げ
る
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
の
取
り
組

み
な
ど
が
中
心
で
、
深
刻
な
暮
ら
し
の
願

い
を
取
り
上
げ
た
の
は
実
質
わ
が
党
だ
け

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、自
民
党
府
議
が
、

自
ら
の
代
表
質
問
の
傍
聴
者
を
見
送
る
た

め
、
代
表
質
問
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
議
場

を
抜
け
出
し
、ま
た
別
の
自
民
党
議
員
が
、

代
表
質
問
で
学
校
現
場
で
起
こ
っ
た
個
別

問
題
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
、
解
決
を
遠

ざ
け
る
こ
と
に
手
を
か
す
よ
う
な
事
態
も

起
こ
り
、
自
民
党
は
陳
謝
を
繰
り
返
す
と

い
う
劣
化
ぶ
り
も
表
面
化
し
た
。

３�

、
運
動
と
結
ん
だ
論
戦
を
通
じ
、
開
発
最

優
先
の
行
き
詰
ま
り
と
、
大
本
の
転
換
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。

　�

　
代
表
質
問
で
、
わ
が
党
は
消
費
税
減
税

や
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
と
と
も
に
、
中
小

企
業
支
援
と
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
府
内

上
場
企
業
で
内
部
留
保
上
位
10
社
合
計

10
兆
８
千
億
円
（
昨
年
度
決
算
）
と
10
年

間
で
２
倍
近
く
に
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
価
格
転
嫁
で
き
な
い
実
態
を
示

し
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
む
け
た
構
造

的
転
換
を
求
め
た
。
西
脇
知
事
は
こ
れ
ら

の
問
題
に
ま
と
も
に
答
え
な
い
ば
か
り

か
、
消
費
税
に
つ
い
て
「
全
世
代
型
の
社

会
保
障
財
源
と
し
て
必
要
」
と
の
答
弁
を

繰
り
返
し
た
。

　�

　
６
月
26
日
、
７
月
１
日
と
連
続
し
て
京

丹
後
市
経
ケ
岬
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
関
係

者
の
事
故
が
発
生
し
た
。
京
丹
後
市
議
団

と
連
携
し
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

等
、
常
任
委
員
会
で
も
追
及
す
る
と
と
も

に
、
近
畿
中
部
防
衛
局
か
ら
何
一
つ
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
ぶ
り
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
、
党

府
議
団
と
し
て
議
会
最
終
日
に
緊
急
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

　�

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
つ
い
て
、
事
業
認

可
が
で
き
ず
実
現
が
見
通
せ
な
い
中
、
京

都
府
副
知
事
も
参
加
す
る
「
北
陸
新
幹
線

事
業
推
進
調
査
に
関
す
る
連
絡
会
議
」
が

設
置
さ
れ
、
事
業
認
可
が
で
き
ず
行
き
詰

ま
る
中
で
、
ル
ー
ト
や
新
駅
、
施
工
方

法
、
土
砂
の
受
け
入
れ
、
地
下
水
調
査
、

道
路
・
河
川
管
理
者
と
の
設
計
事
前
協
議

な
ど
、
今
年
無
理
や
り
措
置
し
た
調
査
費

12
億
円
を
処
理
す
る
論
議
が
非
公
開
で
行

わ
れ
た
。
党
府
議
団
は
、
福
井
県
へ
の
調

査
も
踏
ま
え
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
の
行
き

詰
ま
り
を
府
民
的
に
明
ら
か
に
す
る
論
戦

を
行
っ
た
。

　�

　
５
月
９
日
朝
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
直
下
で
宇

治
川
右
岸
の
道
路
の
法
面
崩
落
等
の
事
故

が
発
生
し
た
が
、
そ
も
そ
も
宇
治
川
に

１
５
０
０
ト
ン
放
流
を
す
る
計
画
そ
の
も

の
が
根
本
的
に
無
理
が
あ
る
も
の
で
、
そ

の
見
直
し
を
求
め
た
。
ま
た
、
消
防
や
水

道
な
ど
の
広
域
化
、
圏
域
行
政
化
、
公
務

の
民
間
開
放
な
ど
、
住
民
不
在
で
結
論
あ

り
き
の
や
り
方
も
厳
し
く
批
判
し
た
。

　�

　
府
立
大
学
内
の
一
万
人
規
模
の
ア
リ
ー

ナ
建
設
計
画
は
、
学
生
と
座
長
が
論
議
し

て
作
り
上
げ
て
き
た
学
生
用
体
育
館
案

に
、
広
く
共
感
が
寄
せ
ら
れ
る
中
、
自
民

党
議
員
か
ら
「
府
立
大
学
内
の
共
同
体
育

館
計
画
は
、
な
か
な
か
進
ん
で
お
ら
ず
歯

が
ゆ
い
」
と
し
つ
つ
、
向
日
市
長
か
ら
向

日
町
競
輪
場
余
剰
地
に
「
ア
リ
ー
ナ
と
呼

ば
れ
る
屋
根
付
き
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
誘

致
」
表
明
が
さ
れ
、
ど
う
対
応
す
る
か
と

の
質
問
が
さ
れ
た
。
西
脇
知
事
は
府
立
大

学
内
の
施
設
に
つ
い
て
「
多
目
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
る
」
と
し
、
向
日
町
競
輪
場

余
剰
地
に
つ
い
て
は
、「
屋
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
を
検
討
」す
る
と
表
明
し
た
。

府
立
植
物
園
の
整
備
計
画
も
、
事
実
上
と

ん
挫
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
府
立
大
学
内
ア

リ
ー
ナ
建
設
計
画
も
、
そ
の
後
の
党
議

員
団
の
質
疑
で
「
共
同
体
育
館
と
し
て
す

み
や
か
に
整
備
し
た
い
」
と
答
え
た
と
お

り
、
１
万
人
規
模
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
計
画

も
、行
き
詰
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

北
山
エ
リ
ア
整
備
基
本
計
画
は
白
紙
撤
回

し
、
大
学
生
の
た
め
の
体
育
館
や
老
朽
施

設
の
建
て
替
え
、
府
立
植
物
園
の
充
実
を

は
じ
め
府
民
的
論
議
を
尽
く
す
こ
と
こ
そ

必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
国
民
・
維

新
所
属
の
議
員
が
、
府
立
植
物
園
の
正
門

付
近
に
「
に
ぎ
わ
い
が
必
要
」
等
と
し
て
、

民
間
活
力
の
導
入
を
迫
る
場
面
が
あ
っ

た
。
本
物
の
植
物
の
博
物
館
と
し
て
の
府

立
植
物
園
の
役
割
や
16
万
筆
を
超
え
る
開

発
反
対
署
名
に
耳
を
貸
さ
な
い
姿
勢
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
府
民
的
に
み
て
恥
ず
か

し
い
限
り
で
あ
る
。

�

（
以
下
略
）

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日本共産党
京都府会
議員団

みつなが 敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

さこ 祐仁
（上京区）

浜田 よしゆき
（北区）

ばば こうへい
（伏見区）

森 よしはる
（南区）

田中 ふじこ
（中京区）

成宮 まり子
（西京区）

水谷 修
（宇治市・久御山町）

議員団体制
団　　長　島田敬子　　副団長　浜田良之　　幹事長　光永敦彦
事務局長　皆川崇志

暮
ら
し
と
平
和
を
壊
す

大
軍
拡
は
ス
ト
ッ
プ
を

農
業
従
事
者へ
の
支
援
を

トピックス　北部調査

　
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
、
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
演
説
で
「
日
本
に
軍

事
費
を
増
や
す
よ
う
私
が
説
得
し
た
」

と
の
べ
、
岸
田
政
権
は
、
ま
さ
に
ア
メ

リ
カ
い
い
な
り
の
大
軍
拡
路
線
を
突
き

進
も
う
と
し
て
い
ま
す

　
６
月
13
日
、
米
軍
経
ケ
岬
レ
ー
ダ
ー

基
地
、
航
空
自
衛
隊
経
ケ
岬
分
屯
基
地

を
京
丹
後
市
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
調
査
し
ま
し
た
。

　
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど
、
米

国
の
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」（
Ｉ

Ａ
Ｍ
Ｄ
）
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
報
復

攻
撃
で
日
本
が
焦
土
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
自
衛
隊
は
、
京
都
府
内
７
市

町
８
施
設
も
対
象
に
含
め
て「
強
靱
化
」

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
で
農
民
連
や
集
落
営
農
を

行
っ
て
い
る
若
手
農
業
者
の
方
々
と
懇

談
し
、
米
価
が
安
す
ぎ
る
う
え
に
資
材

高
騰
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
農
業
が
継
続

で
き
な
い
実
態
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
後
継
者
を
育
成
し
、
京
都
の
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
資
材
費
補
助

な
ど
の
直
接
的
な
支
援
の
拡
充
を
は
じ

め
、
抜
本
的
に
支
援
を
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

と
農
山
村
の
危
機
打
開
へ
価
格
保
障
と

所
得
補
償
等
で
、
思
い
切
っ
た
農
業
施

策
が
必
要
で
す
。

教員の働き方改善、
少人数学級を
求めました

田中 ふじこ（京都市中京区）

　６月議会、議員として初めての本会
議、常任委員会、特別委員会に臨みま
した。情勢をつかみ、あらゆる面から
府民の暮らしを守る提案を行う日本共
産党議員の姿は、他党にはできない重
みがあると感じました。
　私は常任委員会では「文化生活・教
育」担当で、教職員の働き方を取り上
げ、残業のまん延、過密労働、持ち帰
り仕事に追われ、自己研鑽の時間がと
れない、病欠や退職する教員の増加、
教員のなり手の減少を示し、教職員配
置を増やし、少人数学級を前に進める
ように発言しました。
　特別委員会では「安全・安心なくら
し」担当として、コロナ禍、高齢化社
会の中で医療、介護の充実のために調
査、計画、実行していくことを提案し
ました。

北部調査（集落営農）（6月13日）北部調査（米軍基地）（6月13日）


